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 Ⅰ．レポート紹介 
IEEE 定期刊行物における電気電子・情報通信分野の領域別動向   
－ 日本と世界のトレンドの差異 －           （調査資料-176）  











なお、本調査は、2009 年 7 月発行の「国別概況※」
調査の続編である。 
 









○ IEEE は、1990 年代は電子デバイスなど電気・電子系の領域が中心であったが、近年は情
報・通信系の領域が中心の学会へと変化し、領域の主役が交代している。（図１参照）  
○ 最近 15 年の領域別の変化をまとめると、現在の IEEE のソサエティの状況は以下（表１）
のように類型化される。（図２参照）  
 
表１ ソサエティ別の変化の類型（1992 年→2007 年）  
類  型  内    容 
①  現在の主役  通信・信号処理などの情報通信系のソサエティは大きく伸び、現在の
主役である。  
②  急速発展  超伝導・ロボット工学・絶縁・誘電体等のソサエティは文献数は少ない
が、増加率は高い。 
③  存在感維持  コンピューターソサエティ等が、平均的な伸びを示している。 
④  存在感低下  磁気学や電子デバイス等のソサエティは、存在感が低下している。最も
存在感が低下したのはレーザー・光学のソサエティである。 
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３．上位国（地域）の動向 
○ 米国・カナダ・英国  
情報・通信の領域を基軸に、世界のトレンドをリードしている。  
○ 欧州諸国（イタリア・フランス・ドイツ）  
それぞれ強い領域をもつ。イタリアは信頼性工学や計測技術、フランスは信号処理や
核・プラズマ科学、ドイツは EMC（電磁環境適合性）など。  
○ 台湾・韓国  
台湾はデバイス、韓国は放送・家電などの領域が特に強い。  
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Technology and Innovation Policies in the Post-Crisis Regime” 
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大橋第 1 研究グループ客員総括主任研究官 
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 Ⅲ．最近の動き 
○ 講演会・セミナー 
 ・4/ 8  NISTEP－JST/CRDS 共催講演会 
「システム科学の展望」 
 木村 英紀 JST-CRDS 上席フェロー 
     「システム科学の必要性―産業界の視点から」 
 桑原  洋 株式会社 日立製作所 特別顧問 
 ・4/15  NISTEP－JST/RISTEX 共催講演会 
「世銀の科学技術に関する支援と、日本との協調ワークの可能性について」 
Alfred Watkins 世界銀行 科学技術プログラムコーディネーター 
 ・4/27  NISTEP セミナー「サイエンスマップ 2008」 
阪 彩香 科学技術基盤調査研究室 主任研究官 
 
○ 主要訪問者一覧 
 ・4/26  Dr. June Seung Lee, President of KISTEP：韓国 
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